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二
月
上
旬
か
ら
大
手
の
労
働
組
合
は
二
〇

一
三
春
闘
の
要
求
を
提
出
し
、
労
使
交
渉
が

本
格
化
し
て
い
る
。
今
季
交
渉
の
闘
争
方
針

を
み
る
と
、
交
渉
リ
ー
ド
役
の
自
動
車
、
電

機
な
ど
の
大
手
産
別
は
足
元
の
経
済
情
勢
と

各
企
業
の
業
績
を
踏
ま
え
、
四
年
連
続
で
統

一
ベ
ア
要
求
を
見
送
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
対
応
の
強
化
を
呼
び
か
け

て
い
る
の
が
、
賃
金
の
底
上
げ
に
よ
る
中
小

と
大
手
間
の
格
差
是
正
だ
。

　

連
合
の
闘
争
方
針
で
も
、
年
齢
ポ
イ
ン
ト

や
職
種
に
よ
る
個
別
銘
柄
賃
金
を
従
来
以
上

に
重
視
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
中
小
共
闘

で
は
新
基
軸
と
し
て
、
賃
金
下
支
え
の
た
め

に
初
め
て
三
〇
歳
一
九
万
円
、
三
五
歳
二
一

万
円
と
い
う
「
最
低
到
達
水
準
値
」
を
設
け

た
。
こ
う
し
た
動
向
を
受
け
、
要
求
面
お
よ

び
闘
争
体
制
面
で
格
差
是
正
に
結
び
つ
く
よ

う
な
取
り
組
み
を
闘
争
方
針
の
中
心
に
位
置

づ
け
る
産
別
が
目
立
つ
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
「
ミ
ニ
マ
ム
水
準
」

を
設
定

　

昨
年
一
一
月
に
発
足
し
た
日
本
最
大
の
産

別
で
あ
る「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
」（
一
四
〇
万
人
）

は
、
構
成
組
織
の
四
分
の
三
を
占
め
る
中
小

の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、「
ミ
ニ
マ
ム
水
準
」

を
設
定
し
た
。「
ミ
ニ
マ
ム
水
準
」（
基
本
賃

金
）
と
し
て
、高
卒
三
五
歳
（
勤
続
一
七
年
）

二
四
万
円
、
大
卒
三
〇
歳
（
勤
続
八
年
）
二

四
万
円
の
数
値
を
打
ち
出
し
、
こ
の
水
準
を

下
回
る
組
合
は
、
賃
金
体
系
維
持
分
を
含
め

賃
上
げ
原
資
と
し
て
一
人
平
均
七
〇
〇
〇
円

を
要
求
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
新
産
別
結

成
で
新
た
に
設
け
ら
れ
た「
製
造
産
業
」、「
流

通
」、「
総
合
サ
ー
ビ
ス
」
の
三
部
門
で
は
、

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
中
期
的
に
め
ざ
す
べ

き
目
標
水
準
と
そ
れ
に
向
け
た
要
求
基
準
を

決
め
る
。
た
と
え
ば
、
組
合
員
の
過
半
数
を

占
め
る
流
通
部
門
で
は
、
す
べ
て
の
組
合
が

目
指
す
べ
き
社
会
水
準
と
位
置
づ
け
る
「
到

達
水
準
」
を
大
卒
三
〇
歳
・
勤
続
八
年
で
基

本
賃
金
二
六
万
円
、
同
卒
三
五
歳
・
勤
続
一

三
年
で
三
〇
万
円
に
設
定
し
た
。

　

機
械
・
金
属
関
係
の
中
小
が
多
い
Ｊ
Ａ
Ｍ

は
五
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
毎
年
一

五
〇
〇
円
の
原
資
で
格
差
是
正
・
初
任
給
の

引
き
上
げ
・
特
定
年
代
層
の
カ
ー
ブ
の
是
正
」

な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
一
人

前
ミ
ニ
マ
ム
基
準
へ
の
到
達
を
基
本
に
、
標

準
労
働
者
要
求
基
準
と
し
て
高
卒
直
入
者
三

〇
歳
の
所
定
内
賃
金
二
六
万
円
、
三
五
歳
三

〇
万
五
〇
〇
〇
円
を
設
け
、
絶
対
額
水
準
を

重
視
し
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

自
動
車
総
連
も
格
差
是
正
に
重
点

　

自
動
車
総
連
は
今
後
の
課
題
と
し
な
が
ら

も
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
を
牽
引
役
と
す
る
共

闘
だ
け
に
頼
ら
な
い
単
組
の
実
力
を
強
化
す

る
た
め
、
昨
年
夏
の
大
会
以
降
、
ポ
イ
ン
ト

賃
金
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
精
度
を
高
め
つ
つ
、

部
門
別
、
底
上
げ
な
ど
特
定
の
共
通
項
を

持
っ
た
組
合
に
よ
る
部
分
共
闘
の
検
討
に

入
っ
て
い
る
。

　

一
月
一
〇
日
に
開
い
た
中
央
委
員
会
で
は
、

賃
金
改
善
分
に
取
り
組
む
組
合
は
、
要
求
額

に
は
幅
を
も
た
せ
る
も
の
の
、「
明
確
な
額
で

要
求
す
る
」
こ
と
を
確
認
。
こ
れ
を
受
け
、

車
体
・
部
品
、
販
売
の
組
合
を
中
心
に
加
盟

約
一
一
〇
〇
組
合
の
う
ち
半
数
以
上
が
賃
金

改
善
分
を
要
求
に
盛
り
込
む
予
定
だ
。

　

ち
な
み
に
昨
年
の
交
渉
で
は
、
全
体
で
四

七
八
組
合
が
賃
金
改
善
分
を
要
求
し
、車
体
・

部
品
、
販
売
部
門
を
中
心
に
一
三
一
組
合
が

改
善
分
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
。
今
季
も

中
堅
技
能
職
を
個
別
銘
柄
ポ
イ
ン
ト
と
し
、

「
プ
レ
ミ
ア
基
準
」（
ト
ッ
プ
三
組
合
が
め
ざ

す
水
準
）
三
七
万
円
、「
目
標
基
準
」（
全
組
合

が
め
ざ
す
水
準
）
三
二
万
三
〇
〇
〇
円
、「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
基
準
」（
格
差
を
把
握
す
る
た
め

の
水
準
）
が
二
八
万
五
〇
〇
〇
円
、「
到
達
基

準
」（
す
べ
て
の
組
合
が
ク
リ
ア
す
る
水
準
）

で
二
五
万
一
〇
〇
〇
円
を
設
定
し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
家
電
関
係
の
業
績
不
振
で
二
極

化
が
著
し
い
こ
と
も
あ
り
、
電
機
連
合
も
統

一
的
な
賃
上
げ
要
求
を
見
送
っ
た
が
、
闘
争

体
制
の
見
直
し
を
検
討
中
だ
。
現
在
、
一
三

あ
る
大
手
メ
ー
カ
ー
の
中
闘
組
合
の
交
渉
結

果
を
傘
下
の
組
合
に
波
及
さ
せ
て
い
く
統
一

闘
争
の
あ
り
方
が
、
機
能
し
に
く
く
な
っ
て

い
る
一
方
、
規
模
間
の
格
差
拡
大
も
顕
著
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
統
一
闘
争
の
考
え

方
の
整
理
」
を
組
織
内
で
進
め
て
い
る
。
今

後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
構
成
組

合
が
「
参
加
感
」「
求
心
力
」「
意
志
結
集
」
を

実
感
で
き
る
闘
争
を
め
ざ
す
と
し
、
大
手

メ
ー
カ
ー
が
け
ん
引
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
組
合
が
主
体
的
な
交
渉
に
よ
り
、

「
波
及
効
果
」
を
出
し
合
う
構
図
を
イ
メ
ー

ジ
。
今
年
夏
の
大
会
で
、
議
論
の
経
過
を
報

告
す
る
予
定
だ
。

連
合
の
方
針
は
一
％
相
当
の
ベ
ア
を

　

自
動
車
総
連
、
電
機
連
合
な
ど
で
構
成
す

る
金
属
労
協
傘
下
の
中
堅
・
中
小
（
登
録
組

合
）
で
は
賃
金
改
善
の
獲
得
組
合
が
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
一
一
年
の
交
渉
で
は

九
九
九
組
合
が
賃
金
改
善
を
要
求
し
三
三
三

組
合
が
改
善
分
を
獲
得
、
昨
年
の
交
渉
で
も

一
一
〇
七
組
合
が
要
求
し
て
三
五
一
組
合
が

改
善
分
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
二
〇
一
三
連
合
白
書
」
に
よ
る

と
規
模
間
の
格
差
は
、
一
層
拡
大
傾
向
に
あ

る
。
規
模
別
に
所
定
内
賃
金
の
低
下
状
況
を

み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
一
年
を
比

べ
る
と
三
〇
歳
で
は
大
企
業
が
〇
・
八
二
万

円
の
低
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
中
小
企

業
で
は
一
九
九
七
年
と
二
〇
一
一
年
を
比
べ

る
と
三
・
〇
四
万
円
の
大
幅
な
低
下
と
な
る

な
ど
、
こ
こ
一
〇
年
の
推
移
を
み
る
と
、
規

模
間
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
向
を
受
け
連
合
は
、
格
差
是

正
・
底
上
げ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
し
、

今
季
の
闘
争
方
針
で
は
中
小
組
合
に
対
し
て

「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
と
賃
金
引
上
げ
分

（
一
％
相
当
）
を
求
め
る
」
と
、明
確
な
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
要
求
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）
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産
別
方
針
は
賃
金
の
底
上
げ
に
よ
る
格
差
是
正
を
重
視




